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研究成果の概要（和文）：従来、伝承により弟子に受け継がれてきたフレットレス邦楽楽器（津軽三味

線等）の伝統音楽を、今回開発した「自動採譜装置」を使って自動的に楽譜を生成する事を可能とした。

その構成は、三味線にピックアップを備えた“エレクトリック三味線”部と、この音源から譜面を自動的

に作成する“音源自動採譜装置”部から成り、フレットレス邦楽楽器入力音の周波数特性に応じて、音階

が自動的に生成される。 

 

研究成果の概要（英文）：Traditional music, ex. Tsugaru-shamisen like fretless music 

instruments, should be preserved as scores which avoids relying solely on the oral 

transmission of this music to the young followers. We have produced an “Electric 

Shamisen” and automatic scoring equipment, which automatically records scores from the 

sound resources by analyzing frequencies of the music notes. 
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１．研究開始当初の背景 

近年、伝統音楽（特に津軽三味線、南部三
味線などのフレットレス邦楽楽器）を自動採
譜（記録）し、次の時代を担う若年層演奏者
に音符として正確に伝承する技術が強く望ま
れている。この伝統音楽である津軽三味線並
びに南部三味線は、明治時代から弟子への伝
承方法が譜面ではなく口伝に因る事が多かっ
た。更に現在においても伝統技能継承者の大
半が弟子育成方法として、口伝が使用されて
いる。この為、時代を経る毎に昔古来の節回

しが正確に弟子に伝承されず、誤って伝えら
れたり一部では既に本来の唄い回しが消えつ
つあり、三味線伝承者にとってこの伝統音楽
の保存が今や切実な課題となってきている。 
今回筆者の専門である人間に優しいヒュー

マン・インターフェースの技術を応用し、地
域伝統音楽保存の為に「フレットレス伝統邦
楽楽器の周波数特性分析に因る自動採譜に
関する研究」を提案し、この装置を実現した。 
またこの技術の応用は多岐に渡り単な

る音の採譜技術の留まらず、将来音源を三
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味線以外の音声にも適用可能にし、例え
ば音感（音の譜面化）教育、医学（声帯--
＞必要周波数判別--＞声帯の病巣周波数判
別）などの専門分野から、譜面記載に関す
る一切の専門知識は不要なのでどの音階で
もどのような音源でも自動的に採譜が可能
である事より、作曲の支援装置のみならず、
素人が口ずさんだ曲が即譜面としてネット
通信可能とする事などを可能にしている。 
 一方、本研究に関する国内外の研究動
向であるが、主に映像としての保存形態
に関する研究が多く提案され、例えば最
近では地域情報通信技術振興研究開発に
よれば、「モーションキャプチュアを用
いた地域伝統芸能のデジタル製作に関す
る研究」などがある。しかしながら、三
味線等の地域伝統音楽を音源から解析し、
自動採譜後譜面化する技術は未だ確立さ
れていない。 
 

２．研究の目的 

本研究の目的は、（１）日本古来の伝統音楽
の正確な記録及び保存、（２）三味線譜面か
ら西洋式譜面への展開、（３）特に譜面の読
めない、書けない素人が容易に作曲する事が
可能となる。 

などがあり、日本の伝統邦楽楽器（例：津軽・
南部三味線）特有であるフレットレス音階の
いわゆる“つぼ”を周波数スペクトラム解析
してデータベース化後、デジタルデータに変
換して日本古来の和様式譜面（文化譜）に自
動編集させる事により、従来の西洋譜面表記
では表現出来なかったフレットレス楽器特有
の音楽が自動的に譜面化され、今迄の口伝に
よる音楽伝承方式ではなく、古来の伝統邦楽
音楽が譜面として正確に記録し、未来永劫保
存を可能とさせている。 

 

３．研究の方法 

本研究の装置構成例として、三味線にピック
アップを備えたいわゆる“エレクトリック三
味線”と、この音源から譜面を自動的に作成
する“音源自動採譜装置”で構成される。 
その内容は、・三味線音源、・音源周波数解
析処理、・三味線音階解析処理、・採譜処理、・
速度指定装置とに分かれ、その詳細機能を、
それぞれ次の（１）～（５）に示す。 
 
エレクトリック三味線部： 
（１）音源部位：三味線弦相互の音の干渉を
極力無くす為に、弦単位にそれぞれピックア
ップマイクロフォンを装着し、弦単独の音源
を拾う。 
 
音源自動採譜装置： 
（２）音源周波数解析処理：三味線弦（１～
３弦）の周波数範囲を予め登録し、バチで弾

いた弦の音をスペクトラム解析し、他の弦と
の混信・共鳴を排除し、この単弦音のみ抽出
を可能とさせる。 
（３）三味線音階判読処理：三味線特有の調
弦（例・本調子、・２上がり、・３下がり）
を登録し、この調弦に対応した各弦毎の音階
（１本の弦で、０～１８の度合）を周波数単
位に解析し、Ａ／Ｄ変換する。 
（４）採譜処理：Ａ／Ｄ変換後のデータ（数
字表示音階）と登録周波数音階（デジタルデ
ータ）とを比較し、比較結果が許容範囲内で
あれば、演奏者が弾いた正規の音階（“つぼ”：
三味線譜面の音階は数字を表す）と見なし、
この音階数字を当該譜面メモリーに保存する。
（詳細は研究計画・方法参照） 
（５）速度指定装置：予め登録された曲の速
度に合わせ譜面が横にスクロールし、演奏に
対応して 
音階数字が弦単位に表示される。一方、画面
に表示してある譜面はハードコピー可能とし、
紙譜面として、使用出来る。 
 
４．研究成果 
本研究の結果、津軽三味線音源のほぼ９０％
以上の確率で採譜を可能とした。その詳細は 

（１）伝統音楽（津軽・南部三味線）の譜面

化 

（２）演奏者に優しい三味線譜面つくり（音

の高低の表記、音の長短の表記、楽器特有な

制約事項など三味線演奏に関する各種条件を

調査し、譜面化を実現 

（３）三味線譜面から西洋式譜面への自動変

換を実現 

又、この成果の意義と重要性として、三味線

弦特有の音階“つぼ”を周波数スペクトル解

析しデータ・ベース化後、デジタルデータに

変換して日本古来の文化譜（和様式譜面）に

自動編集した結果、例えば演奏家が津軽三味

線を演奏すれば、従来の西洋譜面表記では表

現出来なかった伝統楽器特有の音楽が自動的

に譜面化され、従来の口伝による音楽芸能伝

承に比較すれば正確さが増し、古来の音楽が

記録として未来永劫保存が可能となった。今

迄、口述又は会話を翻訳して文章化する技術

は実用化されつつあるが、音楽特に日本の伝

統楽器（三味線例）音楽の記録に着目し、伝

統音楽を西洋譜面のみならず、文化譜表記に、

自動採譜化する装置はおそらくメーカーサイ

ドでも製品化されておらず、又学会誌並びに

業界誌でも発表されていない。 
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